
第８回小郡市まちづくり条例作成委員会 要録 

令和４年３月２２日 

１．はじめに 

委員長 あいさつ 

２．議事 

（１）条例（案）について 

 ①条例文について 

委員長 
3月 13日に市民ワークショップで前文を確認している。 

今日は、条例の内容と名称決めたい。 

事務局 条例文について説明 

委員長 
条例は理念条例になっていて、市民ワークショップでの意見をふまえて前文が作成

されている。まずは前文から見ていきたい。 

委員 １番目の文章が長く感じる。分けたらどうか。 

委員 最後になって「チーム小郡」という言葉ができてきたがその経緯は？ 

事務局 
市民ワークショップで何度か出てきたキーワードで、一体感を示す言葉がないかと

考えたときに使われたもの。 

委員 見出しがあるのはわかりやすい。条例にもつくのか。 

事務局 条例本文には乗らないが、解説には載せる予定。 

委員 四角囲みの説明文は？ 

事務局 同様です。 

委員 
４つ目「市民ひとりひとりが・・・」の部分、主語がわからない。 

あと、区読点が多すぎる。「原始」の部分、「太古」に言い換えはられないか。 

事務局 

太古」より「原始」の方が古い言葉。小郡は 25,000年前から歴史があると言われ

ているが、数字を出すのは年数が経ったときに変わってくるので、あまり出したくな

い。 

委員 「ちょうどいい」は、なくてもいいのでは。 

委員長 
最後に名称を決めるので、その後、全体をもう一度見ていただけたら。 

本文はいかがか。 

委員 第１条と第２条の文章が長いような。 

事務局 
何を目指して条例を定めるのかを目的に記すので、長いが、必要な文言として整理

している。 

委員 
（基本理念）第2号で「市民」が出てくるのは早くないか。「人」の方がいいのでは。

限定的に感じる。 



事務局 
「小郡市に関わる全ての」を削除し、「市民がまちづくりの・・・」にするのはどうか。

第 3条の（定義）に書いてあるから。 

委員 それならいい。 

事務局 基本理念なので、これを読んだだけで、みんながそうだとわかるようにしたい。 

委員 だったら、「人」にしたらいいと思う。 

委員長 第３条。行政の定義について、前回の話で出ていたが。 

事務局 
市民の定義に、行政職員も含まれる。応援する側、される側ではなく、行政も一緒に

なってやっていくという主旨。 

委員 
委員長が言いたいのは、「市の役割」が出てくるから、ここで使い分けされていない

のが、どうなのかな。ということでは。 

委員長 
他市の条例をみて、法制とも相談をしながら決めてもらえれば。こだわるものではな

い。 

委員長 第 4条「暮らす」「発展に」の部分、主語が抜けている。 

委員 
「発展に」要らないのでは。他の言葉はないか。 

「活動に協力します」ではどうか。みんなが活動できるわけではないのかな。 

委員 「協力しましょう」ではどうか。「協力します」では、強制感が強いから。 

委員長 
「務める」もしくは、「協力しましょう」と投げかける。活動している団体を知ってもらう

ことも大事。 

委員 
順番的に、「状況や思いを正しく知る」後に、関心を持った方がいい。私も投げかけ

の方がいいと思う。 

事務局 法制担当と相談してみる。 

委員 
第８条。市が「まちづくりの担い手」をあえて書くのは、どうかな。当たり前のことで、

責任放棄に感じる。 

事務局 「自らも」があったらどうか。 

委員 それならいい。 

委員長 意義として、職員の意識改革もある。 

委員 一文あることで、職員が積極的に関わろうと思える。 

委員 
市の思い、頑張っているということから、入れていた方がいい。 

市は何をしてくれるのか」という声を聞くから、役割としてあった方がいい。 

委員 

第 8条「提供」が３つあるが、まとめてもいいのでは。 

第 8条第 6号「活動場所」を「活動の場」にしては。 

所管課をいれないのか 

事務局 行政全体でやっていくという意味合いから、所管課をあえて入れていない。 

委員 第９条。誰が検証、見直しを行うのか。 

委員長 他市条例では、「委員会を設ける」と一文入れてるところもある。その場合、別途、委



員会設置条例を策定する必要がある。 

委員 附属する規則の作成は。 

事務局 理念条例のため、そこまでは考えていない。 

 ②条例のタイトルについて 

委員長 
今日決まらなくてもいいので、名称案、キーワードを出してほしい。 

呼び方として、正式名称を短縮したり、愛称を付けたりする。 

委員 「みんなで活動を進める条例」はどうか。 

委員長 愛称として、「チーム小郡条例」というのはどうか。 

委員 
「活動を進める」を「まちづくりを進める」にするのはどうか。 

「みんなで」はいいと思う。 

事務局 
「まちづくり」と聞くと、道路や橋など、ハード系の事業が思い浮かぶという話が以

前あったので、「まちづくり活動」の方がいいのでは。 

委員長 「みんなでまちづくり（活動）を進める条例」愛称として、「チーム小郡」 

委員 
「進める」はひらがながいいのでは。進める、勧める等、複数の意味を持たせること

ができる。 

（２）今後のスケジュールについて 

事務局 説明 

３．その他 

４．連絡 

事務局 次回会議 令和４年５月１１日（水）１９時００分～ 

５．おわりに 

副委員長 あいさつ 

 


